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水沢小学校（高橋義平校長・児童数362人）では、児童

たちが集めた空き缶をつぷし、リサイクルに取り組んで

います。　　　　　（撮影：庭野泰明さん　広報協力員）
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「
市
民

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
参
加
い
た
だ

き
、
広
く
ご
意
見
や
ご
提
言
を
伺
っ
て

い
る
「
市
民
と
語
る
日
」
は
8
月
末
ま

で
に
8
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

鞭
鑛
懸
羅
．
雛
∞
∞
灘

［
提
言
・
要
望
事
項
］

一
、
飛
渡
運
動
広
場
付
近
の
飛
渡
川
周

　
辺
に
潤
い
の
あ
る
水
辺
公
園
を
整
備

　
し
た
い
の
で
、
公
的
な
補
助
制
度
を

　
伺
い
ま
す
。

二
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

　
た
め
に
、
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な

　
っ
た
組
織
づ
く
り
を
提
案
し
ま
す
。

三
、
枯
木
又
地
区
の
地
域
お
こ
し
の
た

　
め
、
農
産
物
や
工
芸
品
の
販
売
を
通

　
し
て
地
域
の
P
R
を
す
る
と
と
も
に
、

　
文
化
遺
産
の
展
示
や
遊
歩
道
の
整

　
備
、
芸
能
の
伝
承
な
ど
、
地
区
全
体

　
を
博
物
館
に
見
立
て
た
「
枯
木
又
エ

　
コ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
づ
く
り
に
取

　
り
組
み
ま
す
．

［
市
の
考
え
方
］

一
、
「
ふ
る
さ
と
の
川
モ
デ
ル
事
業
」
な

　
ど
、
河
川
改
修
と
環
境
整
備
を
組
み

　
合
わ
せ
た
補
助
事
業
が
あ
り
ま
す
。

と
語
る
日
」

　
　
応
分
の
負
担
や
維
持
管
理
を
地
元

　
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
整
備
計
画
を
提
示
い
た
だ

　
き
、
い
っ
し
ょ
に
取
り
組
み
た
い
と

　
思
い
ま
す
。

二
、
市
で
は
「
日
本
一
の
健
康
都
市
」

　
を
目
指
し
て
、
市
民
と
一
体
と
な
っ

　
た
運
動
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
お

　
り
、
「
日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
推

　
進
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
具
体
的
な

　
方
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

　
に
、
地
区
社
会
福
祉
会
や
各
種
団
体

　
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
組
織
化

　
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

三
、
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
を
活
用
し
た

　
「
ま
ち
づ
く
り
補
助
事
業
」
は
締
め」』

開
催
中提

切
り
ま
し
た
の
で
、
「
宝
く
じ
補
助

金
」
等
で
の
取
り
組
み
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
　
具
体
的
な
計
画
を
提
示
し
て
い
た

　
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

蒙
鞭
懸
灘
縣
翻
灘

［
提
言
・
要
望
事
項
］

　
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
に

　
見
合
っ
た
基
盤
整
備
や
農
業
政
策
の

　
導
入
を
強
く
望
み
ま
す
。

　
ま
す
。

を
要
望
し
ま
す
．

［
市
の
考
え
方
］

　
基
本
で
あ
る
と
、
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
は
農
家
の
直
接
負
担
の
軽
減
に
努

　
め
な
が
ら
、
積
極
的
に
国
や
県
の
補

　
助
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ほ
場
整
備
は
、
平
成
n
年
度
こ
ろ

　
に
は
平
場
が
ほ
ぼ
終
了
す
る
予
定
で

　
す
。
引
き
続
き
、
山
間
地
へ
の
取
り

　
組
み
を
積
極
的
に
進
め
た
い
と
考
え

　
て
い
ま
す
。

　
　
た
だ
、
山
間
地
は
い
く
ら
整
備
が

一
、
山
間
地
の
農
業
を
守
り
、
後
継
者

二
、
下
水
道
整
備
事
業
の
計
画
を
伺
い

三
、
東
下
組
地
区
へ
の
定
期
バ
ス
運
行

一
、
基
盤
整
備
の
充
実
が
農
業
振
興
の

　
進
ん
で
も
平
場
と
は
伺
じ
条
件
に
な

　
ら
な
い
た
め
、
補
助
率
に
差
を
付
け

　
る
な
ど
、
平
場
よ
り
も
負
担
の
軽
減

　
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
政
策
を
進
め
て

　
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
、
市
全
体
の
下
水
道
事
業
は
、
建
設

　
省
所
管
の
公
共
下
水
道
事
業
と
特
定

　
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
、
農
林

　
省
の
農
業
集
落
排
水
事
業
、
厚
生
省

　
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
4
事
業
で
進

　
め
て
い
ま
す
。

　
　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
市
街
地
と

　
川
治
地
区
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
今
年
度

　
か
ら
新
座
・
大
井
田
地
区
に
着
手
し

　
て
い
ま
す
。

　
　
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

　
は
、
リ
ゾ
ー
ト
整
備
に
絡
ん
で
水
沢

　
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

　
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
吉
田
地
区

　
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
十
日
町
地

　
区
の
山
間
部
で
整
備
が
進
ん
で
い
ま

　
す
。
そ
の
他
の
地
区
は
、
市
の
長
期

　
発
展
計
画
で
具
体
化
し
て
い
き
た
い

　
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
事
業
量
や
経

　
費
が
膨
大
で
す
の
で
、
市
全
域
が
整

　
備
さ
れ
る
の
は
相
当
先
に
な
り
ま
す
。

　
　
た
だ
、
山
間
地
に
お
け
る
合
併
処

　
理
浄
化
槽
は
集
落
の
7
割
が
ま
と
ま

　
れ
ば
直
ぐ
に
で
も
取
り
組
め
る
事
業

　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
、
会
社
や
市
が
運
行
す
る
場
合
は
、

　
許
認
可
が
必
要
で
す
。
国
等
の
補
助

　
が
見
込
め
な
い
現
状
で
は
、
採
算
性

　
や
安
全
面
か
ら
許
可
を
得
る
こ
と
が

　
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
他
の
方
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
が
、

　
大
変
難
し
い
状
況
で
す
。

鐵
鐵
鍵
麟
　
瀦
綴

［
提
言
・
要
望
事
項
］

一
、
冬
期
間
に
ご
み
収
集
が
さ
れ
な
い

　
集
落
が
あ
る
の
で
、
そ
の
解
消
を
お

願
い
し
ま
す
．

　
　
ま
た
、
集
落
ま
で
来
れ
な
い
場
合

　
は
、
収
集
可
能
な
場
所
に
集
積
庫
を

　
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
、
市
道
及
び
認
定
外
道
路
の
除
雪
費

　
の
地
元
負
担
を
軽
減
し
て
い
た
だ
き

　
た
い
。

［
市
の
考
え
方
］

一
、
ご
み
収
集
は
、
交
通
状
況
や
作
業

　
の
安
全
面
か
ら
冬
期
間
、
一
部
未
収

　
集
の
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　
　
そ
う
い
う
地
区
は
、
冬
期
間
の
み

　
移
動
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
安
全
な
場
所

　
に
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
収
集
に
ご

　
協
力
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

　
す
。
ま
た
、
道
路
条
件
の
良
い
所
は
、

　
地
元
か
ら
の
要
請
に
よ
り
収
集
に
行

　
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
衛
生

　
施
設
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
た
だ
、
集
積
庫
の
設
置
に
つ
い
て

　
は
3
0
智
補
助
で
す
。
原
則
と
し
て
地

　
元
設
置
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

　
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
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な
お
、
市
で
は
ご
み
の
減
量
化
や

　
再
資
源
化
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

　
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

二
、
山
間
地
に
お
け
る
市
道
除
雪
費
の

　
地
元
負
担
は
、
昨
年
度
か
ら
3
0
幹
を

　
1
0
軒
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。
早
め
に

　
地
元
負
担
を
解
消
し
た
い
と
思
い
ま

　
す
。
ま
た
、
認
定
外
道
路
の
除
雪
費
も

　
4
0
響
負
担
を
山
間
地
に
つ
い
て
は
2
0

　
智
程
度
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鑛
、
箇
…
．
灘
遜
鐡
灘

［
提
言
・
要
望
事
項
］

一
、
昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
休
止
し
て
い
る

　
市
民
ス
キ
ー
場
を
再
開
し
て
く
だ
さ

　
い
。
ま
た
、
他
の
利
用
方
法
を
検
討

　
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

二
、
国
道
鵬
号
線
八
箇
峠
の
早
期
改
良

　
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

［
市
の
考
え
方
］

一
、
近
隣
に
条
件
の
整
っ
た
ス
キ
ー
場

　
が
開
発
さ
れ
、
利
用
者
が
減
少
し
た

　
現
在
、
市
民
ス
キ
ー
場
と
し
て
の
使

　
命
は
終
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
は
、
隣
接
す
る
総
合
公
園
の

　
一
角
と
し
て
、
新
た
な
土
地
利
用
を

　
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
抜
本
的
な
解
決
策
は
、
長
大
ト
ン

　
ネ
ル
を
掘
る
こ
と
で
す
が
、
二
次
改

　
良
の
予
定
が
な
い
現
在
は
、
難
し
い

　
と
思
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
近
く
地
域
高
規
格
幹
線
道

　
路
建
設
に
伴
う
長
大
ト
ン
ネ
ル
が
具

　
体
化
す
る
た
め
、
抜
本
的
解
決
の
実

　
現
性
は
薄
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
は
、
雪
崩
防
止
棚
の
設
置
な

　
ど
、
一
部
改
良
を
積
極
的
に
進
め
る

　
よ
う
引
き
続
き
国
や
県
に
強
く
要
望

　
し
て
い
き
ま
す
。

［
提
言
・
要
望
事
項
］

一
、
高
齢
化
が
進
み
、
一
人
暮
ら
し
や

　
老
人
の
み
の
世
帯
が
増
え
て
お
り
、

　
将
来
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
人
が
多

　
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
少
し
の
介
護
が
あ
る
だ
け
で
自
立

　
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
、
高
齢
者

　
向
け
住
宅
の
建
設
を
望
み
ま
す
。

二
、
市
営
プ
ー
ル
が
老
朽
化
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
改
築
計
画
が
あ
る
か
伺
い

　
ま
す
。

［
市
の
考
え
方
］

一
、
今
春
策
定
さ
れ
た
「
保
健
医
療
福

　
祉
総
合
計
画
」
で
、
将
来
的
に
必
要

　
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
運

　
営
方
法
や
利
用
者
の
自
己
負
担
を
検

　
討
し
な
が
ら
、
希
望
者
の
把
握
を
し

　
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
当
面
は
、
で
き
る
だ
け
寝
た
き
り

　
老
人
等
を
出
さ
な
い
施
策
を
優
先
し
、

　
予
防
医
療
や
訪
問
看
護
、
リ
ハ
ビ
リ

　
等
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

二
、
現
時
点
で
は
市
営
プ
ー
ル
の
改
築

　
計
画
は
な
く
、
現
施
設
の
有
効
利
用

　
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
今
後
は
、
長
期
計
画
の
中
で
検
討

　
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

懸
謎
灘
難
屡
難

［
提
言
・
要
望
事
項
］

一
、
北
越
北
線
の
美
佐
島
駅
周
辺
の
整

　
備
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

二
、
青
年
層
の
人
口
減
に
よ
り
、
消
防

　
団
組
織
の
維
持
が
難
し
い
た
め
、
分

　
団
編
成
の
見
直
し
を
強
く
要
望
し
ま

　
す
。

三
、
人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

　
嫁
婿
対
策
の
具
体
的
な
内
容
を
伺
い

　
ま
す
。

［
市
の
考
え
方
］

一
、
敷
地
面
積
は
3
、
4
7
2
㎡
で
、
地

　
権
者
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ほ

　
ぽ
買
収
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
駅
舎
は
、
庭
野
日
敬
立
正
佼
成
会

　
開
祖
生
誕
の
家
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
民

　
家
風
の
建
物
で
、
2
4
0
㎡
程
度
の

　
木
造
平
家
建
て
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
集
会
所
を
併
設
す
る
ほ
か
、

　
身
障
者
用
ト
イ
レ
も
設
置
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
駅
前
に
は
イ
ベ
ン
ト
広
場

　
と
ロ
ー
タ
リ
ー
を
、
駅
裏
に
は
駐
車

　
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
今
年
度
に
敷

　
地
の
造
成
工
事
を
終
了
し
、
今
後
は

　
施
設
の
建
築
工
事
と
消
雪
設
備
工
事

　
を
進
め
、
平
成
9
年
4
月
の
開
業
を

目
指
し
ま
す
．

二
、
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に

　
団
員
の
確
保
が
難
し
い
状
況
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。
当
市
に
お
い
て
も
班
が

　
消
滅
し
た
地
区
が
あ
る
な
ど
、
組
織

　
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
認

　
識
し
て
い
ま
す
．

　
　
今
す
ぐ
と
は
行
か
な
い
ま
で
も
、

　
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
見
直
し
が

　
で
き
る
よ
う
、
消
防
団
幹
部
会
で
の

　
検
討
を
要
請
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

　
す
．

三
、
現
在
は
農
業
委
員
会
で
対
応
し
て

　
い
る
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
社
会
福
祉

　
協
議
会
に
も
相
談
員
を
配
置
し
ま
し

　
た
。

　
　
今
後
は
、
専
門
職
員
を
配
置
し
、

　
広
域
的
な
組
織
を
作
る
な
ど
、
積
極

　
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考

　
え
て
い
ま
す
。

黎
欝
簿
灘
驚
．
撚

［
提
言
・
要
望
事
項
］

一
、
神
宮
寺
を
中
心
に
、
妻
有
郷
の
歴

　
史
と
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
都
市
公

　
園
を
整
備
し
、
近
隣
の
豊
か
な
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と

　
を
生
か
し
た
「
大
井
田
の
郷
」
づ
く

　
り
を
提
案
し
ま
す
。

二
、
中
条
地
区
公
民
館
の
大
井
田
分
館

　
と
新
座
分
館
は
、
年
々
利
用
者
が
増

　
え
て
い
ま
す
．

　
　
現
在
当
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る

　
農
業
集
落
整
備
事
業
に
お
い
て
、
新

　
し
い
地
区
公
民
館
の
設
置
を
要
望
し

　
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
利
用
し
や

　
す
い
施
設
整
備
を
強
く
望
み
ま
す
。

三
、
本
町
西
線
は
四
日
町
地
内
で
改
良

　
工
事
が
休
止
し
て
い
ま
す
。

　
　
交
通
量
も
多
く
危
険
で
あ
る
た
め
、

　
早
期
に
延
長
工
事
が
進
め
ら
れ
る
よ

　
う
要
望
し
ま
す
。

［
市
の
考
え
方
］

一
、
現
在
市
は
、
都
市
公
園
と
し
て
総

　
合
公
園
と
緑
道
の
整
備
を
進
め
て
い

　
ま
す
。

　
　
当
地
域
は
都
市
計
画
区
域
に
入
っ

　
て
お
り
、
都
市
公
園
と
し
て
の
整
備

　
は
可
能
で
す
が
、
市
で
の
整
備
計
画

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
．

　
　
「
大
井
田
の
郷
」
づ
く
り
に
つ
い

　
て
は
、
具
体
的
な
計
画
を
提
示
い
た

　
だ
き
、
補
助
制
度
や
実
施
年
度
に
つ

　
い
て
、
協
議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
、
公
民
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

　
公
民
館
運
営
審
議
会
に
お
い
て
地
区

　
館
を
含
め
た
配
置
の
見
直
し
を
進
め
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て
い
ま
す
。

　
　
た
だ
、
新
設
と
な
る
と
中
条
地
区

　
全
体
の
問
題
で
も
あ
り
、
慎
重
な
協

　
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
し
、
職
員
配

　
置
に
つ
い
て
は
現
状
が
限
度
で
あ
る

　
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
高
齢
者
の
利
用
に
つ
い
て
も
、
現

　
有
施
設
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
る
よ

　
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

三
、
現
在
、
都
市
計
画
道
路
は
昭
和
町

　
2
・
3
丁
目
地
内
と
高
田
町
3
丁
目

　
地
内
の
改
良
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
当
路
線
も
都
市
計
画
道
路
と
し
て

　
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ

　
の
路
線
は
高
山
・
太
子
堂
バ
イ
パ
ス

　
に
直
結
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
が
出

　
て
く
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
そ
の

　
後
の
整
備
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理

　
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

襲
難
雛
薦
駿
翻

［
提
言
・
要
望
事
項
］

一
、
他
の
地
区
振
興
会
と
の
情
報
交
流

　
を
通
し
、
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た

　
め
、
振
興
会
の
連
合
組
織
化
を
提
案

　
し
ま
す
。

二
、
地
区
体
育
協
会
主
催
の
新
春
ジ
ョ

　
ギ
ン
グ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
支
援
強

　
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
の
活
用
状
況

　
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

四
、
新
座
城
山
公
園
開
発
の
一
環
と
し

　
て
「
記
念
樹
の
郷
」
構
想
が
あ
り
、

　
植
栽
事
業
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

　
て
い
ま
す
。
行
政
か
ら
の
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
．

［
市
の
考
え
方
］

一
、
地
区
振
興
会
の
活
動
が
、
市
政
の

　
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と

　
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
た
だ
、
地
区
振
興
会
は
地
域
に
お

　
け
る
自
主
的
な
任
意
団
体
で
す
。
ま

　
た
、
振
興
会
組
織
の
な
い
地
区
も
あ

　
る
た
め
、
市
が
主
導
し
て
振
興
会
の

　
連
合
組
織
化
を
図
っ
て
い
く
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
．

　
　
お
互
い
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
の

　
自
治
組
織
と
し
て
大
き
く
育
っ
て
ほ

　
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
、
十
日
町
市
体
育
協
会
に
は
2
3
の
種

　
目
別
単
位
協
会
と
n
の
地
区
体
育
協

　
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

　
が
年
次
計
画
に
よ
り
各
種
事
業
に
取

　
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
当
大
会
も
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る

　
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

　
き
独
自
開
催
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
た
だ
、
地
区
体
育
協
会
で
対
応
で

　
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

　
だ
け
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

　
い
ま
す
。

三
、
昭
和
63
年
と
平
成
元
年
に
交
付
さ

　
れ
た
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
は
、
ま

　
ち
づ
く
り
特
別
基
金
と
し
て
積
み
立

　
て
、
活
用
方
法
を
検
討
し
て
き
ま
し

　
た
。

　
　
そ
の
結
果
、
大
好
き
十
日
町
会
の

　
運
営
資
金
と
し
て
現
在
ま
で
に
約
3
、

　
7
0
0
万
円
、
ま
ち
づ
く
り
特
別
補

　
助
事
業
の
採
択
1
9
団
体
に
事
務
費
と

　
し
て
約
6
0
0
万
円
、
さ
ら
に
実
施

　
5
団
体
に
補
助
金
と
し
て
約
2
、
6

　
0
0
万
円
の
合
計
で
お
お
よ
そ
6
、
9

　
0
0
万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　
　
預
金
利
子
を
含
め
た
平
成
5
年
度

　
末
の
残
額
は
、
約
5
、
6
0
0
万
円
と

　
な
っ
て
い
ま
す
．

　
　
今
後
実
施
予
定
の
団
体
に
つ
い
て

　
も
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
資
金

　
を
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え

　
て
い
ま
す
。

四
、
具
体
的
な
計
画
を
提
示
い
た
だ
き
、

　
い
っ
し
ょ
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て

　
い
ま
す
。

　
　
た
だ
、
地
元
負
担
や
維
持
管
理
に

　
つ
い
て
地
域
の
ま
と
ま
り
が
必
要
に

　
な
り
ま
す
．

、
8
8
8
～
8
8
～
～
～
～
～
～
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～
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～
～
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～
～
～
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広
聴
事
務
の
こ
れ
か
ら

市
民
と
語
る
目

　
既
に
開
催
さ
れ
た
会
場
で
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
次
の

会
場
を
は
じ
め
、
約
1
0
会
場
で
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
発
展
の
た
め
、
市
政
発
展
の

た
め
に
、
ご
意
見
等
を
地
区
振
興
会
等

へ
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
日
は
ご
近
所
お
誘
い
合
わ

せ
て
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
中
条
地
区
〉

・
と
　
き
　
1
0
月
4
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
7
時
3
0
分
～

・
と
こ
ろ
　
中
条
地
区
公
民
館

〈
東
部
地
区
〉

・
と
　
き
　
1
0
月
1
9
日
㈱

　
　
　
　
　
午
後
7
時
～

・
と
こ
ろ
　
東
部
会
館

〈
下
条
地
区
〉

・
と
　
き
　
1
0
月
2
4
日
㈲

　
　
　
　
　
午
後
7
時
3
0
分
～

・
と
こ
ろ
　
利
雪
親
雪
総
合
セ
ン
タ
i

繋
｝
　
　
　
　
　
　
“
藻
　
　
　
　
㎜
鱈

グ
ル
ー
ブ
と
の
懇
談
会

　
各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
と
の
懇
談
会

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
団

体
や
グ
ル
ー
プ
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

　
5
7
1
3
1
1
1
内
線
鵬
）
へ
。

（
智

撫

市
長
へ
の
手
紙

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
政
へ
の
ご
意

見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
く
目
的
で
、
「
市

長
へ
の
手
紙
」
を
実
施
し
て
か
ら
、
4

か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
約
4
0
通
の
貴

重
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
直
接
ご
本

人
に
文
書
で
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
優
れ
た
ご
提
言
に
つ
い
て
は
、
市
報

な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
記
名
の
上
ど
し
ど
し
お
寄

せ
く
だ
さ
い
．

ご
み
収
集
懇
談
会
を
開
催

　
ご
み
指
定
袋
の
導
入
か
ら
3
か
月
。

10

月
か
ら
は
本
格
実
施
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
は
有
価
物
（
資
源
ご
み
）

の
回
収
（
リ
サ
イ
ク
ル
化
）
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
リ
サ
イ
タ
ル
団

体
と
ご
み
収
集
に
つ
い
て
の
懇
談
会
を

開
き
ま
す
。

　
内
容
は
、
1
0
月
1
0
日
号
の
市
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
．
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燃
え
る
ご
み
は

　
　
　
　
必
ず
指
定
袋
で

　
7
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
『
ご

み
指
定
袋
の
導
入
』
は
、
周
知
期
間
（
移

行
期
間
）
の
3
か
月
が
過
ぎ
、
沁
月
1

日
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
鴇
月
1
日
か
ら
、
「
燃
え
る
ご
み
」
に

つ
い
て
は
、
指
定
袋
以
外
で
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
場
合
、
収
集
し

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

8
月
末
現
在
の

指
定
袋
の
使
用
状
況
舶
％

　
各
町
内
の
ク
リ
ー
ン
推
進
員
（
全
体

で
7
3
6
人
）
か
ら
報
告
さ
れ
た
ご
み

指
定
袋
の
使
用
状
況
は
、
8
月
宋
で
概

ね
8
9
％
に
達
し
て
鱒
ま
す
。
市
で
は
、

使
用
率
が
5
0
％
以
下
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
認
か
所
）
に
対
じ
て
、
「
指
定
袋
使
用

の
お
願
い
」
を
チ
ラ
シ
で
回
覧
す
る
な

ど
の
、
協
力
要
請
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
概
ね
9
0
％
の
使
用
率
に
な

っ
て
隔
ま
す
。
本
格
実
施
ま
で
に
㎜
％

に
な
る
よ
う
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
、

有
価
物
繋
源
ご
み
）
回
収
の

　
　
　
　
　
取
り
組
み
状
況

　
市
で
は
、
今
春
か
ら
①
廃
品
回
収
の

支
援
②
モ
デ
辮
地
区
に
お
け
る
有
価
物

（
資
源
ご
豊
回
収
③
空
き
缶
入
れ
ボ

ッ
ク
ス
の
設
置
な
ど
、
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

田
廃
晶
回
収

　
9
月
1
0
日
現
在
で
茄
の
小
・
中
学
校

等
で
廃
品
回
収
が
実
施
さ
れ
、
新
聞
紙

2
1
2
t
（
ノ
）
、
雑
誌
・
広
告
等
の
チ

ラ
シ
ー
5
1
t
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
鍵
t
が

回
収
さ
れ
ま
し
た
。

■
有
価
物
（
資
源
ご
み
）
回
収

　
今
年
6
月
か
ら
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、

十
日
町
西
部
地
区
と
八
箇
地
区
で
資
源

ご
み
の
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
9
月
ま
で
に
紙
類
が
6
、
6
8
0
㎏
、

空
き
缶
が
8
7
0
㎏
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

全
市
対
象
に
有
価
物

（
資
源
ご
み
）
回
収
を
実
施

　
市
で
は
、
来
年
度
か
ら
の
本
格
実
施

に
向
け
て
、
次
の
と
お
り
『
有
価
物
（
資

源
ご
み
）
回
収
』
を
試
験
的
に
実
施
し

ま
す
。
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　
1
0
・
1
1
月
の
2
か
月
間
で
す
。

■
回
収
範
囲
及
び
回
収
日

　
全
市
を
対
象
と
し
ま
す
。

　
回
収
田
は
9
月
⑳
日
号
の
市
報
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
．

　
く
て
も
結
構
で
す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
は

　
た
た
む
な
ど
、
か
さ
ば
ら
な
い
よ
う

　
に
お
願
い
し
ま
す
。

③
雨
天
の
場
合
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
は

　
　
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

　
資
源
ご
み
回
収
を
実
施
す
る
た
め
に

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
必
要

で
す
。
空
き
缶
や
新
聞
紙
な
ど
の
紙
類

は
、
他
の
も
の
と
混
ぜ
て
し
ま
え
ば
た

だ
の
ご
み
で
も
、
分
け
れ
ば
生
か
せ
る

貴
重
な
資
源
に
な
り
ま
す
。
ご
み
の
減

量
化
・
再
資
源
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

㎜
聯
㎜
…
旧
麟
…
薦
嚇
瞬
麟
取
羅
繋
癒
㎜
変
繍
風
田
鰍

麓
空
き
缶
回
収

①
小
・
中
学
校
な
ど
各
種
団
体

　
今
年
度
は
、
2
0
の
団
体
が
空
き
缶
の

回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
、

ア
ル
ミ
缶
9
9
1
㎏
、
ス
チ
ー
ル
缶
1
、

8
5
4
㎏
が
回
収
さ
れ
ま
じ
た
。

②
空
き
缶
入
れ
ボ
ッ
ク
ス

　
市
役
所
な
ど
9
か
所
に
「
空
き
缶
入

れ
ボ
ッ
ク
ス
」
を
設
置
し
、
今
ま
で
に

ア
ル
ミ
缶
6
7
7
㎏
、
ス
チ
ー
ル
缶
1
、

0
5
⑫
㎏
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
西
部
地
区
（
県
道
沿
い
の
ご

　
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
除
く
）
と
八
箇

　
地
区
は
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
今
ま

　
で
ど
お
り
回
収
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
資
源
ご
み

　
新
聞
紙
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
広

　
告
等
の
ヂ
ラ
シ
の
4
種
類
で
す
。
（
紙

　
類
だ
け
）

■
有
価
物
（
資
源
ご
み
）
の
出
し
方

①
圃
収
当
日
の
朝
8
時
3
0
分
ま
で
に
各

　
町
内
の
「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
新
聞
紙
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
広

　
告
等
の
チ
ラ
シ
ご
と
に
、
ヒ
モ
で
結

　
ん
で
く
だ
さ
い
。
指
定
袋
に
入
れ
な

空
き
缶
入
れ
ボ
ッ
ク
ス
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
役
所
、
市
民
会
館
、
各
地
区
公
民

館
に
「
空
き
缶
入
れ
ボ
ッ
ク
ス
」
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
を
分
け
て

　
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

②
空
き
舞
は
水
洗
い
な
ど
、
で
き
る
だ

　
け
き
れ
い
に
し
て
か
ら
入
れ
て
く
だ

　
さ
い
。

③
ボ
ッ
タ
ス
は
「
ご
み
箱
」
で
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。
空
き
缶
以
外
は
入
れ
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
ワ
　
ツ
　
ク

ご
み
減
量
（
W
a
C
）
懇
談
会
を
開
催

　
9
月
1
6
日
働
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
「
ご
み
減
量
懇
談
会
」
が
開
催
さ

れ
、
有
価
物
（
資
源
ご
み
）
回
収
の
取

り
組
み
と
過
剰
包
装
の
対
策
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
①
有
価
物

回
収
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
を
も

っ
と
P
R
す
べ
き
で
あ
る
。
②
雨
天
の

場
合
も
回
収
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
か
．
③
新
潟
市
の
よ
う
に

「
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
協
力
店
」
を

募
っ
て
過
剰
包
装
抑
制
の
運
動
を
展
開

す
る
方
法
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
④

店
頭
に
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
、
空
き

缶
や
ト
レ
イ
な
ど
を
回
収
し
て
い
る
が
、

マ
ナ
ー
が
悪
く
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

⑤
行
政
・
企
業
・
住
民
が
協
力
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
。
等
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
の

意
見
を
参
考
に
有
価
物
（
資
源
ご
み
）

回
収
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

熱心な議論がなされていま

5盈劣ガ5歯平成6牢蛸25日
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は
備

樹
準
館

臼
ン
休

7
プ
め

月
｛
た

遡
オ
の

　
博
物
館
の
常
設
展
示
室
が
、
開
館
以

来
は
じ
め
て
の
展
示
替
え
を
行
い
、
1
0

月
8
日
d
b
新
装
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
常
設
展
示
室
の
テ
ー
マ
は
、
今
ま
で

まが

（療始・古代。中繊展示）

す

囎

警難ウ藪

◎

黛スラ羅ド

移
築
屍
家

載1

圃
積
雪
期
馬
凝

璽
交

セ

國
！

農
　
具

「

壽

遡
、
翻
酬
劃

織　
特
設
　
織
物
と
織
機
の
変
遷
　
纏
丁
↓

　
　
　
原
　
地
　
高

　
　
　
　
　
　
　
　
力

漁携具1

長舟

→

見取り図

　
形

　
造

争
原

　
河

特
毅
　
　
越
後
ア
ン
ギ
ン
の
穫
界

鑑
騰
し

工
融

勤物剥製團

　
　
　
　
　
　
　
出
入
臼

越後アンギンと火焔形土器

スライ総

三」↑L塑
（ホール）　（正面玄関よ”）

ど
お
り
「
妻
有
の
自
然
と
文
化
～
雪
と

織
物
と
信
濃
川
」
で
す
。
今
回
の
展
示

替
え
に
よ
り
、
平
成
3
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
考
古
展
示
室
と
一
体
と
な
っ
た
新

し
い
「
常
設
展
示
室
」
が
誕
生
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
入
館
者
の

皆
さ
ん
が
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、

歴
史
を
追
っ
た
順
路
と
な
り
ま
す
。

　
展
示
室
は
ま
ず
「
良
然
」
の
コ
ー
ナ

ー
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
長
舟
は
圧
巻

で
す
。
次
に
重
要
文
化
財
「
越
後
縮
の

紡
織
用
具
及
び
関
連
資
料
」
、
そ
し
て

「
民
俗
」
コ
ー
ナ
ー
の
重
要
文
化
財
「
十

日
町
の
積
雪
期
用
具
」
と
続
き
ま
す
。

　
「
近
世
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
越
後

縮
を
織
り
出
し
た
庶
民
の
暮
ら
し
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。
「
近
・
現
代
」
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
原
始
機
・
地
機
・
高
機
・
力

織
機
の
実
物
を
設
置
し
、
日
本
に
お
け

る
織
機
変
遷
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
特
設
「
越
後
ア
ン
ギ
ン
の
世

界
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
火
焔
形
土
器
と

並
ぶ
十
日
町
の
宝
「
ア
ン
ギ
ン
」
を
展

示
し
、
ア
ン
ギ
ン
の
出
来
る
工
程
等
を

紹
介
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

愛
の
協
力
運
動
募
金

　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た

　
7
月
は
「
愛
の
協
カ
月
間
」
で
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
の
協
力
運
動
募
金

を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
9
月
1
0
日
ま

騒誇㌧　　　漣
熱心に討論する参加者

で
に
、
2
、
1
4
6
、
4
1
3
円
の
浄
財

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の

浄
財
は
、
保
護
観
察
を
受
け
て
い
る
非

行
少
年
等
の
更
正
資
金
や
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
、
更
正
保
護
施
設
や
更

正
保
護
婦
人
会
へ
の
助
成
等
に
生
か
さ

れ
ま
す
．

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
つ
と

し
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
街

づ
く
り
を
目
的
に
「
公
開
ケ
ー
ス
研
究

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
の
婦

人
会
代
表
等
8
0
人
が
参
加
し
て
熱
心
に

討
論
さ
れ
ま
し
た
。

　米1

※
1
米
i
米
ー
米
－
来
ー
米
ー
米
ー
来
－
米
1
※
ー
米
－
米
－
米
1
※
ー
米

大
井
田
　
修
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紺
綬
褒
賞
を
受
賞

　
7
月
2
2
日
働
、
市
役
所
で
大
井
田
修
　
　
ん
か
ら
市
史
編
さ
ん
事
業
に
と
、
1
0

さ
ん
（
東
京
都
・
64
歳
）
の
紺
綬
褒
賞
　
　
0
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
井
田

さ
ん
は
、
全
国
大
井
田
同
族
会
会
長
と

し
て
「
全
国
大
井
田
氏
サ
ミ
ッ
ト
」
の

開
催
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
昨
年
大
井
田
城
跡
に
建
立
し
た
「
清

風
万
里
大
井
田
城
」
の
顕
彰
碑
に
、
私

財
5
0
0
万
円
を
寄
付
し
て
い
ま
す
。

そ
の
感
謝
を
込
め
て
本
田
市
長
か
ら
、

紺
綬
褒
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
8
月
2
4
日
㈱
、
神
宮
寺
住
職
の

竹
内
道
雄
さ
ん
を
通
じ
て
、
大
井
田
さ

市長から大井田さんに伝達されました
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棟
方
志
功
（
1
9
0
3
～
1
9
7
5
）
は
、
生
あ
る
も
の
の
生
命
力
を
、
独

特
な
タ
ッ
チ
で
表
現
し
た
世
界
的
な
版
画
家
で
す
。

　
十
日
町
市
で
も
昭
和
4
9
年
当
時
、
産
地
の
主
力
商
品
と
し
て
急
成
長
し
て
い

た
染
織
物
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
「
十
日
町
友
禅
」
に
統
一
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
シ

ン
ボ
ル
を
棟
方
志
功
に
依
頼
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
博
物
館
で
は
、
市
制
施
行
4
0
周
年
と
開
館
1
5
周
年
を
記
念
し
、
こ
の
不
世
出

の
巨
匠
の
遺
業
を
を
た
ど
る
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

肉筆1958年双妃図

釈
迦
十
大
弟
子
阿
難
陀
の
柵

　
版
画
1
9
3
9
年
　
摺
1
9
5
9
年

趨鵬講難國羅酬

・叢籔繊1細

　　　壕x　　　　　）　　㍉藩鎌ζ

弦火頒　夜目遠目の柵　　版画1969年

十日町市博物館

　盈57－5531

開　　館〉

，午前9時～午後5時

（入館は午後4時30
分まで〉

観覧料金〉

・高校生以上400円
　　　　　（300円）

・中学生以下　無料
・カッコ内は前売り・

20人以上の団体料金鐘渓頒板画巻電紋
　　　　　版画1945年版画摺1973年

醐鵬蓄灘灘騰職騨き糊騨照隙難鼠“礁

螺鞭繍雛、蒙

　臭鳥母子の柵

特
別
講
演
会

『
棟
方
版
画
の
世
界
』

ロ
と
　
き
　
m
月
9
日
G
b

　
　
　
　
　
午
後
－
時
30

分
～

ロ
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
博
物
館

ロ
講
　
師
　
林
　
紀
一
郎
氏

　
　
　
　
　
（
新
潟
市
美
術
館
館
長
）

最
初
で
最
後
の
「
ほ
く
ほ
く
線
を
歩
こ
う
1
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た

　
8
月
2
1
日
㈲
、
最
初
で
最
後
の
ほ
く

ほ
く
線
ウ
ォ
ー
ク
「
ほ
く
ほ
く
線
を
歩

こ
う
！
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催

し
は
、
市
制
施
行
4
0
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
ま
た
マ
イ
レ
ー
ル
意
識

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
日
本
鉄
道
建

設
公
団
と
北
越
急
行
㈱
の
協
力
を
得

て
、
ほ
く
ほ
く
線
を
歩
こ
う
！
実
行
委

員
会
（
十
日
町
市
・
十
日
町
青
年
会
議

所
・
新
座
地
区
振
興
会
・
美
佐
島
地
区

振
興
会
）
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
じ
っ
と
し
て
い
て
も
汗
ば
む
暑
さ
の

中
、
参
加
し
た
5
0
0
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
ほ
く
ほ
く
線

の
高
架
橋
と
赤
倉
ト
ン
ネ
ル
内
を
歩
き

ま
し
た
。

赤倉トンネル内は肌寒いほど

…
米
1
…
米
1
…
米
1
…
米
－
米
－
米
－
米
－
来
－
来
1
…
米
1
…
米
1
※
1
米
－
米
1
…
米
－
来

フ
ァ
ー
ム
ビ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
ー
1
月
か
ら
入
居
が
始
ま
り
ま
す

　
昨
年
5
月
に
着
工
さ
れ
た
当
間
高
原

リ
ゾ
ー
ト
開
発
地
域
内
で
は
、
平
成
8

年
秋
の
第
1
期
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、

縫霧

工事の進むファームビレッジ

切
り
盛
り
工
事
な
ど
が
着
々
と
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
市
で
も
リ
ゾ
ー
ト
地
域

内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る
た
め
、

市
道
水
沢
珠
川
線
の
改
良
工
事
や
上
・

下
水
道
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
珠
川
の
皆
さ
ん
の
新
し
い
生
活
地
「
フ

ァ
ー
ム
ビ
レ
ッ
ジ
」
で
も
、
現
在
つ
ち

音
高
く
家
屋
の
新
築
が
急
ピ
ッ
チ
に
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ァ
ー
ム
ビ
レ

ッ
ジ
内
の
道
路
工
事
等
も
平
行
し
て
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
い
人
は
、
今
年

n
月
か
ら
入
居
を
始
め
る
予
定
で
す
。
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桝

　
　
　
　
　
関
係
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
広
域
農
道
は
、
国
道
鵬
号
（
池

之
平
）
か
ら
市
道
池
之
平
田
麦
線

を
経
て
、
主
要
地
方
道
十
日
町
塩

沢
線
を
横
断
し
、
伊
達
原
、
南
雲

原
、
珠
川
原
の
各
台
地
を
横
断
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
中
里
村
、
津
南

町
（
赤
沢
）
ま
で
を
も
結
ぶ
総
延

長
4
1
㎞
の
道
路
で
す
。

　
営
農
団
地
を
結
ぶ
こ
の
道
路
の

目
的
は
、
農
業
振
興
を
図
る
こ
と

と
、
流
通
の
拡
大
と
高
速
交
通
体

系
に
対
応
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
新
し
い
集
落
間
連
絡
道
路
と

し
て
の
性
格
も
持
ち
ま
す
。

　
事
業
は
、
昭
和
6
3
年
に
十
日
町

市
の
全
域
と
中
里
村
の
一
部
が
採
択
さ

れ
て
か
ら
、
着
々
と
進
行
し
て
い
ま
す
。

平
成
6
年
度
は
、
十
日
町
市
全
域
の
実

施
設
計
調
査
と
、
一
部
工
事
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
関
係
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
土
地
の

立
ち
入
り
等
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

、
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
関
係
地
域
　
八
箇
地
区
H
池
之
平
ほ

　
か
　
六
箇
地
区
H
六
箇
山
谷
、
麻
畑
、

　
田
麦
ほ
か
　
水
沢
地
区
”
大
黒
沢
、
小

　
黒
沢
、
伊
達
、
細
尾
、
天
池
、
池
之
尻
、

　
漆
島
、
大
石
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
総
合
整
備
係

　
　
（
智
5
7
1
3
1
1
1
内
線
識
）
へ
。

計画一般図

日253号線

池之平

㊤十日町塩沢線　　第1号路線

日η7号線

田麦

伊達原

○当問土市（丁芝線敏第2号路線

十日町市

轟．．薫瓢・・

1＼、

珠川原

＼
’＼

野　、＼」」鰯
　　　　　　、第4号路線

中里村
信
濃
川

日353号線

朴木沢

冑少年ホーム受講生募集
　～仲間を誘って参加してみませんか～

■申し込み　10月5日㈱までに青少年ホーム（盈

57－8918）へ。

講灘
．灘灘撫馨鐵鐵．講i灘

麟鎗懸灘藩i籔靡
鞭灘繋灘鑑講灘・

翻麟麟灘繍
i鞠　闘

10月17日～12月19日

までの毎週月曜日

10月5日～12月9日

までの主に水曜日

國数 10　回 10　回

欝　闘 19：30～21：00 20二〇〇～21：30

饗i馨 青少年ホーム軽運動場

灘蒙 18歳～30歳までの男女
馨繋難嚢 25　人 20　人

饗i講i懸
　　2，000円
（前期受講者は1，000円〉

　　1，000円
（前期受講者は無料）

講i　i騨 大口悦子さん
（スタジオJ＆A）

　矢口美根子さん
（矢ロダンス・アートアカデミー）

鑛馨耀聾

ホーム利用登録をしていない人は、利用者協

議会費500円と傷害保険料250円の計750円を

受講料のほかにいただきます。
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8
■と　き　10月16日（日）正午～午後2時（午前11時市役所正面出発）

■ところ　塩之又森林公園　　■参加費　3，500円（当日徴収）

■申し込み　10月14日働までに農林課林政農災係（暦57－3111内線333・334）へ。

鑑簿難霧i糠…饗麟

雛灘麟欝鎌鐵翔



「
平
成
6
年
度
商
業
統
計
調
査
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
（
概
数
）
の
お
知
ら
せ

　
7
月
1
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
た
「
平
成
6
年
度
商
業
統
計
調
査
」

（
3
年
に
一
度
の
調
査
で
前
回
は
平
成

3
年
）
の
結
果
（
概
数
）
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
年
問
商
品
販
売
額
は

　
2
0
億
6
、
0
0
0
万
円
の
減
少
〕

　
繊
維
品
卸
売
額
が
大
き
く
減
少
し
、

全
体
で
ー
・
6
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り

ま
し
た
。

〔
商
店
数
　
7
9
3
店
〕

　
前
回
減
少
し
た
商
店
数
は
、
今
回
も

さ
ら
に
減
少
し
ま
し
た
。
特
に
繊
維
品

卸
売
業
が
、
1
4
・
5
％
減
少
し
ま
し
た
。

〔
従
業
員
数
　
3
、
9
8
6
人
〕

　
前
回
に
比
べ
、
全
体
で
ー
・
3
％
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
そ
の
他

の
卸
売
業
が
1
3
人
（
2
3
・
9
％
）
と
目

立
っ
て
増
加
し
ま
し
た
が
、
繊
維
品
卸

売
業
は
、
74
人
（
1
4
・
2
％
）
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

〔
売
場
面
積
　
5
3
、
3
0
2
㎡
〕

　
小
売
業
全
体
で
、
1
1
・
4
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

大
型
店
や
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
店
が
出
店
し

た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

〔
年
間
商
品
販
売
額

　
　
　
　
　
　
　
1
、
2
4
6
億
円
〕

は
、
3
億
3
0
0
0

万
円
（
6
・
4
％
）
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

中
で
も
飲
食
料
品
小

売
業
が
4
億
7
、
0

0
0
万
円
（
3
0
・
3

％
）
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
ス

ー
パ
ー
の
大
型
化
に

よ
り
、
顧
客
の
広
域

化
が
図
ら
れ
た
た
め

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
・

自
転
車
小
売
業
も
順

調
に
売
上
げ
を
伸
ば

し
、
7
、
7
0
0
万
円

（
1
2
・
6
％
）
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　
卸
売
業
全
体
で
は
、
5
億
3
、
0
0
0

万
円
（
7
・
1
％
）
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
前
回
景
気
回
復
の
き
ざ
し
が
み

ら
れ
た
織
物
業
で
し
た
が
、
今
回
は
平

成
不
況
の
影
響
で
9
億
6
、
0
0
0
万

円
（
2
0
・
6
％
）
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
地
場
産
業
の
低

迷
が
数
字
と
な
っ
て

表
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
売
業
全
体
で

　
　
　
　
、

平成6年度商業統計調査結果速報（概数）

　
卸
売
業
・
小
売
業
を
合
わ
せ
る
と
、

約
2
0
億
6
、
0
0
0
万
円
（
1
・
6
％
）

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
当
市
の
商
業

活
動
は
足
踏
み
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
伺
え
ま
す
。

難鐘嚢難
灘織辮…雛購灘麟難灘． i，灘鱗『 織灘辮蒙織叢韓il 繍難

鞭i、灘 　店
818

　店
793

　　％

△3．1

　　人

3，935

　　人

3，986

％
1
．
3

　　㎡
47，839

　　㎡
53，302

　％

11．4

　　　万円
12，670，567

　　　万円
12，464，165

　　％

△1．6

欝溝，灘灘 126 130 3．2 1，072 1，130 5．4
一 皿 一

7，548，352 7，014，524 △7．1

擁麟鵜 55 47 △14．5 520 446 △14．2
一 ｝ 一

4，674，313 3，712，040 △20．6

獺麟獺鶴 71 83 16．9 552 684 23．9 一 ｝ 一
2，874，039 3，302，484 14．9

蝿難灘灘i 692 663 △4．2 2，863 2，856 △0．2 47，839 53，302 11．4 5，122，215 5，449，641 6．4

．灘難麟縷
『灘鍵鐘

149 134 △10．1 461 473 2．6 11，134 10，473 △5．9 746，353 661，273 △11．4

羅羅懸 249 237 △4．8 1，050 1，036 △1．3 16，562 18，106 9．3 1，554，827 2，027，259 30．3

露灘鰻 46 45 △2．2 242 258 6．6 822 1，400 70．3 612，936 690，170 12．6

i鑛馨灘灘灘

、覇懸鐘叢
74 68 △8．1 274 302 10．2 8，598 11，385 32．4 547，785 566，983 3．5

顯翻鍵 174 179 2．9 836 787 △5．9 10，723 11，938 11．3 1，660，314 1，503，956 △9．4

注）平成6年数値は概数のため、後日公表される確定数とは必ずしも一致しないことがあります。
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今
年
度
か
ら
、
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座
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井
田
地
域
で
下
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布
設
工
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す
。
そ
れ
に
伴
い
、
区
域
内

の
所
有
者
等
か
ら
、
事
業
費
の
一
部
を

負
担
金
と
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
受
益
者
負
担
金
額
は
、
1

㎡
（
平
方
層
）
当
た
り
6
5
7
円
で
す
。
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■
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午

■
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こ
ろ
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代
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ロ
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総
合
体
育
館
）

■
問
い
合
わ
せ
　
ロ
・
マ
ン
実
行
委
員

10
月
中
旬
か
ら
、
各
地
域
全
2
3
会
場
で

説
明
会
（
日
時
は
後
日
ご
案
内
し
ま
す
）

を
開
き
ま
す
の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
座
負
担
区
に
つ
い
て
は
、

平
成
7
年
度
か
ら
受
益
者
負
担
金
を
い

た
だ
き
ま
す
。
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会
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た
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会
〉

■
と
　
き
　
1
0
月
9
日
㈲
午
前
1
0
時
～

■
と
こ
ろ
　
松
代
町
総
合
体
育
館

■
問
い
合
わ
せ
　
松
代
町
総
務
課
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費

　
0
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5
5
9
1
7
1
2
2
2
0
）
へ
。

おわび
apology

　　9月10日号7ぺ一ジの「英語指導

助手ご紹介」で、ジェーンさんとレ

ベッカさんの写真が逆でしたので、

訂正しておわびいたします。

We　apologize　for　the　mistake　on

the　photos　of　Ms．Jayne　Rollinson

and　Ms．Rebecca　Dawling　in　the

Newsletter　page7issued　on10，

September1994．

蕪
震

あ

欝

Rebecca　Dawling　　　Jayne　Ro”inson
　　　　　　　　　　　さん　　　　　　　　さん
レベッカ・ダウリング　　　ジェーン・ロリンソン

■と　き　10月6日㈲雨天決行　　■ところ　上越国

際清津スキー場　■参加費無料　■問い合わ
せ　保健衛生課環境衛生係（智57－3111内線145）へ。

　　　　　　　　響　　　　　　翼　　　　講

　　　舞馨馨9とお∬夢豊平成6年9月25日
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なつメロ歌謡ショー
　～赤い羽根チャリティー～

■と　き　10月16日（日）

　昼の部二午後1時～

　夜の部二午後5時30分～

■ところ　市民体育館（学校町1）

■出　演　なつメロ愛好会、ユニ

　オンポップス、舞踊協会、藤木．

　菜美（クラウンレコード）

■司　会　田畑明彦（放送局勤務）

　松本ミミ（放送タレント）

一前売券　大人：1，000円（当日1，

　200円）小・中学生：当日券のみ

　500円

■問い合わせ　前売券販売所等

　は、共同募金会十日町市支会（社

　会福祉協議会内智内線161）へ。

国の教育ローン（塁融公農）

　高校や大学、専修学校、各種学

校などの入学・在学の保護者は、

「国の教育ローン」を利用できま

す。低利のうえ手続きも簡単です。

これまでに、全国で157万人が利用

しています。

■融資限度額　150万円

■金利年4．4％（8月1日現在）

■融資期問　8年以内（交通遺児・

　母子家庭は1年の延長が可）

■据置期間　在学期間内（最長4
　年）

■返済方法　元利均等毎月払（ボ

　ーナス併用可）

■問い合わせ　国民金融公庫長岡

　支店（智0258－36－4360）へ。

児童手当を振り込み（鍋雰）

　6月から9月分までの児童手当

を、10月7日働に受給者の皆さん

の口座に振り込みます。

　児童手当は、3歳未満の児童を

養育している人で、その人の収入

が一定額に満たないとき、1人目

の児童から、その児童が3歳にな

るまでの間、支給されます。

　〈児童手当の額＞

◆1・2人目二月額5，000円

◆3人目以降1人につき

　　　　　二月額10，000円
■問い合わせ　市民課年金係（智

　内線151・152）へ。

女性問題学習セミナー
～「女らしさ／男らしさ」から

　　　　　　「人らしさ」へ～

■期間　9月29日㈲～11月17日

㈲の各木曜日（全8回）

■時　問　午後7時～9時30分

■ところ　十日町市公民館学習室

■講　師　松田鐡夫先生（元塩沢

商工高等学校長）

■問い合わせ　十日町市公民館

　（智57－5011）へ。

おもちゃ図害館
　　～チビッ子集まれ～

■と　き　10月6日休）・20日（木）

　　　　午前9時～11時30分
■ところ　勤労青少年ホーム

■問い合わせ　社会福祉事務所福

祉係（暦内線134）へ。

無料法律相談
■と　き　10月13日㈲、27日（木）

　　　　午後1時30分～
■ところ　市役所市民相談室

■相談料無料
■相談員　13日二畑七起弁護士

　　　　26日：栃倉光弁護士

■申し込み　電話で市民課（盈内

　線150）へ予約してください。多

　数の場合は先着順となります。

’94精神科文化祭
■と　き　10月16日（日〉

　　　　午前10時～午後3時
■ところ　J　A厚生連中条病院

■内　容　飲食バザー、リサイク

　ル品即売、手芸品の展示と販売、

　手品など

■問い合わせ　中条病院精神科
　（智57－3018内線600）へ。

子供映写会
　㌣少年育成センター～

　毎月第2土曜日に、幼児・小学

生とその保護者を対象に映写会を

開いています。

■と　き　10月8日db午前10時～

■ところ　勤労青少年ホーム

■上映フィルム　劇映画：ありが

　とうハーナ　アニメ映画ニラン

　ボーの秘密、よわむし太郎

■問い合わせ　少年育成センター

　（勤労青少年ホーム内盈57－
　8918）へ。

蚤

　
【
関
西
圏
と
の
短
縮
効
果
】

　
★
現
行
に
比
ベ
ス
ー
パ
i
特
急

　
　
で
1
時
間
3
8
分
（
2
5
％
）
の

　
　
時
間
短
縮
が
実
現
し
ま
す
。

　
★
関
西
圏
を
結
ぶ
高
速
交
通
体

㎜　
　
系
の
形
成
と
ス
ー
パ
ー
特
急

　
　
停
車
に
よ
る
時
間
短
縮
に
よ

㎜　　
り
、
新
た
な
交
流
が
期
待
で

　
　
き
ま
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ド
董
蚤
蚤
蚤
董
董
き
蚤
畠

董 【関西圏への所要時間】

　1　　（国道）　　1　　　　（信越本線～北陸本線～湖酉線）　　　　・
響i（．．拠難、燕＿。＿＿．＿縫、．婁難．、．＿．＿、＿う隔時灘分

十日町　　　　犀潟直江津　　　　　　　　　　　　大阪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計
　1　　　　（ほくほく線～信越本線～北陸本線～湖西線）　　　　・
　モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

新i〈＿豊翻壇。難＿うi（＿。。丞ゴ製麟．塑塗＿＿一i5購醗
規1（．2騒ゴ蛋二1蜷餐．二雛翁。．墓＿．．。．罫二1バ二笹舞．劃塑続＿＿一う14時闘48分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪　　　　　　長岡十日町

スー．｛一特急で　1

大阪駅まで4時間48分　1
　　　　　　　　　　　　董
～関西が1泊2目圏内に～1

　　　（地域開発室）　　1

董
蚤

董

※乗換え時間などの必要な時間は含まれていません。※十日町～直江津間の所要時間は、推定時間です。
董

杢

i　　《マイレールほくほく線クイズ①》　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

：★ほくほく線の開業予定は、平成何年何月　：
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

：　でしょうか。　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

：　　（1）平成7年4月　（2）平成8年4月　　：
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　（3）平成9年4月　（4）平成10年4月　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

：　　　（5）平成11年4月　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

：　　　　　　　　　※正解は、10月25日号　：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

r…一……一一…一一一…………一……一一……一一一”11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　董

　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　董
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囹国際交流・文化スポーツ基金へ＝

高橋愛子（上町・10，000円）

囹交通遺児等援助基金へ＝保坂寧

（川治内後・6，280円）関口潔（加

賀糸屋町・20，300円）匿名（関口

　　　　　　　にわか潔宅届け・12，000円）上町俄連中

（代表阿部一郎・23，200円）

囹社会福祉事業へ＝関口和明（川

原町・香典返し100，000円・電動ベ

ッド1台）岡村建治（北新田2・

1，000円）県信用組合十日町支店

（11，681円）㈱久富（絵本13冊）

囹羽根川荘へ＝中条会（5，500円）

仲好会（5，500円）

囹身障福祉センターへ＝春川（3，

000円）

公民館図書室へ二佐野琴子（関口

樋口町）岡村美樹（千歳町3）大

海彰（東京都）長谷川正己（川西
町）

囹博物館へ二浦沢保（栄町）久保

田俊作（新水）岡村治喜（美雪町

3）阿部和久（春日町3）

囹市史編さん事業へ＝大井田修
（東京都・1，000，000円）

囹地域福祉基金へ＝359，954，519

円（9月15日現在）渡辺国雄（丸
山町・香典返し100，000円）

国民健康保険・老人保健の食事療養費
　標準負担額減額認定証の交付について
〈国民健康保険〉

入院中の食事代は、10月1日か

ら患者の定額負担となります。市

民税の非課税世帯の人が入院する

場合、食事代の負担額が減額され

ます。そのためには、あらかじめ

入院する病院に「減額認定証」の

提出が必要となります。減額認定

証は個人単位に交付されます。市

民税が非課税世帯の世帯主は、国

民健康保険に加入している人全員

の申請をしてください。

■受付10月3日（月）～

■ところ　保健衛生課国保係④番

窓口

■持参する物　保険証、印鑑

一問い合わせ　保健衛生課国保係

　（費内線143・144）へ。

〈老人保健〉
70歳以上（1部65歳以上）で老

人保健法の医療受給資格がある人

も、市民税の非課税世帯の人は、

負担額が減額されます。ただし、

社会保険等で扶養されている人は

該当しません。

■受付10月3日（月）～

■ところ　保健衛生課国保係④番

窓口

■持参する物　保険証、老人保健

医療受給者証、年金証書、印鑑

■問い合わせ　保健衛生課国保係

へo

食事に係る患者の一部負担

　（平成6年10月～8年9月）

般

市民税

非課税

世帯等

3か月目
までの入院

4か月目
以降の入院

市民税非課税世帯等の老

齢福祉年金の受給権者

1日600円

1日450円

1日300円

1日200円

有料道路利用の障害者の皆さんへ
J　H日本道路公団では、10月1

日から障害者通行料金の割引対象

者を広げます。

割引証の希望者は、社会福祉事

務所で手続きをしてください。

■対象者　①身体障害者手帳の所

持者で本人または同一生計者の

所有する車のある人　②第1種

重度身体障害者及び重度の精神

薄弱者が同乗し、介護者が運転

する、本人または同一生計者の

所有する車のある人

■持参する物　①身体障害者手帳

または療育手帳　②車検証　③

運転免許証④現在の障害者通

行料金割引証（新しい物と引き

換えます）

■問い合わせ　社会福祉事務所援

護係（盈内線132）へ。
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唖羅諭おもなスポーツ行事予定

期日 行事名 会　場 主催・主管

2（日） 第28回市民スポーツ大会
　（ソフトボール）

信濃川運動
公園野球場 十日町市

6㈱

郡市中学校新人大会
　　　（卓　球）

総合体育館 中体連
郡市中学校新人大会
　　　（剣　道）

市民体育館 〃

郡市中学校新人大会
　　　（柔　道） 武道館 〃

郡市中学校新人大会
　　　（陸　上）

陸上競技場 〃

郡市中学校新人大会
　（ソフトテニス）

信濃川運動
公園庭球場

〃

郡市中学校新人大会
　　　（野　球）

信濃川運動
公園野球場

〃

郡市中学校新人大会
　　（サッカー）

信濃川運動公
園サッカー場

〃

第28回市民スポーツ大会
　（ゲートボール）

水沢運動公園 十日町市

9（日）

第28回市民スポーッ大会
　（小学生サッヵ一）

西　　　小
グラウンド

〃

第28回市民スポーツ大会
　（サイクリング）

松代町方面 〃

第28回市民スポーッ大会
（飯綱山ハイキング）

長野県飯綱山 〃

第28回市民スポーツ大会
（パパママ9人制バレーボール大会）

総合体育館 〃

10（月）

第28回市民スポーツ大会
　　　（駅伝）

陸上競技場 〃

第28回市民スポーツ大会
　　　（体　操）

十日町高校 〃

第28回市民スポーツ大会
　　　（野　球）

信濃川運動公

園野球場他
〃

第28回市民スポーッ大会
（バスケットボール）

南中学校他 〃

第28回市民スポーツ大会
　　　（卓　球）

市民体育館 〃

第28回市民スポーツ大会
　（ソフトテニス）

信濃川運動
公園庭球場

〃

第28回市民スポーツ大会
　　（硬式テニス）

サンスポーツ
ランド庭球場

〃

第28回市民スポーッ大会
（ジュニアバドミントン）

　　　俸下条中学校 〃

第28回市民スポーツ大会
　　　（柔　道） 武道館 〃

第28回市民スポーツ大会
　　（剣　道） 西小学校 〃

第28回市民スポーッ大会
　　（空手道）

吉田小学校 〃

第28回市民スポーツ大会
　　　（相　撲）

十日町小学校 〃

13㈱ 十日町市
高齢者スポーツ教室

総合体育館
十日町市社会

福祉協議会

23（日〉

JA十日町市
ソフトバレーボール大会

総合体育館 JA十日町市

十日町オープン

ダブルテニス大会
サンスポーツ
ランド庭球場

テニス協会

30（日） 2市3郡
ソフトテニス大会

信濃川運動
公園庭球場

ソフトテニス

連　　　盟

全日本女子プロレス

　　in　TOKAMACHl
■と　き　10月29日（土）

　　　　　午後6時30分～9時
■ところ　市民体育館（学校町1）

■前売券　リングサイドS6，000

　円、リンサイドA5，000円、リン

　グサイドB3，000円、一般2，000

　円、中学生以下1，000円、（当日

500円増）前売券は、十日町専門

店会協同組合加盟店で販売中。

■出場選手　アジャ・コング、豊田

真奈美、井上京子、山田敏代、

井上貴子、レジー・バネットほか。

■問い合わせ　十日町専門店会事

務局（本町3プラザコア3階智
52－2738）またはハトヤ（駅通

　り智52－2640）へ。

ミニバスケットボール

教室（後期）参加者募集

　十日町市バスケットボール協会

では、小学校4・5年生男女を対
象にミニバスケットボール教室（後

期）を開催します。希望者はふる

って申し込んでください。

■期　間　10月4日（火》から開始。

　毎週火曜日二午後7時30分～9

　時（後期は10月から3月まで）

館
男
　
険

育
の
　
保

体
生
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校
年

分

高
5
　
期

業
・
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4
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所
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場
対
女
参

■
　
■
　
　
■

料を含む）

■申し込み　10月4日（殉までに村

山幸男（ミニバス事務局・税務

課智内線112夜間智57－9815）へ。

飯綱山八イキング
　　　　参加者募集
■と　き　10月9日（日）日帰り

集合：午前6時（市民会館前）

■ところ　長野県飯綱山

■定　員　30人（先着順）

■参加費　大人二2，000円

　　　　　中学生以下二1，500円

■打ち合わせ会　10月4日（火》午後7

時30分～市民会館で行います。

■申し込み　丸源商店（昭和町4

智52－2402）または斎木宏司（河

内町智57－1019）へ。

P郷鯛の無料開放日は27日休〉

ロ受付期間10月3日（月）～17日（月）

ロ抽選日（許可証交付日）

　　　　　　　　　　1◎潟麹麟㈱、、、

裏

／まず楽しく歩く工夫を
裏

ズ①歩くことに関する記事を集めるなど
峯
／　して、歩くことに気をつける
頁

裏②仕事の行き帰りに歩くなど、実行可
裏

裏　能なプログラムをつくる
裏

裏③ハイキングやバードウォッチングな
巣

区　ど、歩き方に変化をつける
Xズ④歩くファッションを楽しむ
某

策⑤歩くコースに変化をつける
x翼⑥歩いた記録をつける
翼

ヂー繰舞灘、鞍癖趣鱒、一一一一一㍉
しrスポーツは、工夫して楽しく長続き」　！

／運動は続けることが大切　自分が楽しいと思う運動は続け蘇

！れるものです。「歩く」ことは、いつでもどこでも出来る便利な運動で≦
汽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筑
裏す。それに自然観察やゲーム性などの楽しみが加われば、さらに続け裏
X　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X
翼やすくなります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天
裏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X
裏　また、家族や友達などの仲間の輪と心のきずなは、運動を楽しく続減
翼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ
叉ける原動力となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裏

圏⑦歩く大会に積極的に参加する
叢

圏⑧歩く仲間をつくる
冤
装　　　　　　　　　　　　　8は

巣
笈

蚤

i／
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裏す。これも有効です。
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「運動を続ける」と周囲に公言しよう

1

　うく

鶴臨
　　　　伽伽’，汚〃勤砂

　　有言不実行では信用失墜。逆に実行すれば信頼獲得も可能です。家策

！族や同僚、上司、部下などに「運動を続ける」と公言してしまうので嵐
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相談コーナー
①交通事故相談　10月17日（月）

②定例行政相談　10月14日㈲

③巡回内職相談　10月21日㈹

　午前10時～午後3時まで。

　会場二市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日
　　　　　　　　　　　x
　午前9時～午後4時まで。

　会場二高齢者職業相談室

社会保険定例相談所

■と　き　毎月10日・25日（ただ

　し、当日が土・日曜日・祝祭日

　の場合は翌日となります）

■ところ　織物工業協同組合

■問い合わせ　六日町社会保険事

務所（智0257－70－2211）へ。

新潟県最低賃金
～1日4，604円、1時間576円～

　業種や業務、パートタイマー、

臨時雇用を問わず適用されます。

■問い合わせ　十日町労働基準監

　督署（盈52－2079）へ。

　　　國霞⑲嚇　　市役所は智57－3111

73と’お．ガ夢3平成6年9月25日

瓢膨拳猷欝
鞭十日町市観光情報盈57－0500

　秋の観光情報

⑪くらしのダイヤル暦025－285－7000

　10／3～11漂白剤を使うときの注

　　　　　意点

　10／11～17通信販売は広告を確か

　　　　　めて
　10／17～24消費生活相談事例

　　　　　～代金前払いで注文を

　　　　　したのになかなか届かな

　　　　　い通信販売によるパソ

　　　　　コン～
　10／24～31ネガティブオプション

　　　　　（送り付け商法）対処法

　10／31～11／7家電製品のアフター

　　　　　サービス

鰹篠業藻謬
菓難電勇㈱響璃晦営業所纏5欝3麺了

■10月5日㈱　午前9時30分～正

　午／高山3の一部（午後との重
　複停電はなし）

■10月5日㈱　午後1時～4時／

　高山3の一部（午前との重複停
　電はなし）

■10月25日（幻　午前9時30分～午

　後0時30分／高田町6の一部
■10月31日（月）午前9時30分～11

　時30分／当間の一部

え趨ろんクッキング教室

〈1回目〉

■と　き　10月5日㈱

　　　　午後1時30分～4時
■ところ　東北電力㈱十日町営業

所（本町3）

■内　容　秋の菓子づくり（アッ

プルパイなど）

■参加費　500円（当日徴収）

■定　員　15人（先着順）

〈2回目〉

■と　き　10月12日ω○

　　　　午後6時～8時
■ところ　東北電力㈱十日町営業

所（本町3）

■内　容　手軽に出来る洋風料理

　（チキンカレー・チョコレート

ムースなど）

■参加費　500円（当日徴収）

■定　員　15人（先着順）

■申し込み　両日とも東北電力㈱

十日町営業所お客様サービス課

　（麿52－3107内線352）へ。

☆☆☆☆☆
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ゆ
鵜
麟　　　名 規　格 希望価格

耀踏み載毫シン 相談で

米のタンク 〃

霞　　転　　箪 22インチ・黒 無　料

留窪番電話 相談で

灘タ穆ッタ伽蘇テ麹嬬繋 ケース付 〃

バ羅ンダー1稲縄機） 〃

パ羅プベツ欝 黒・マット付 〃

べぼ一ラック 新品同様 無　料

投　　　　　網 相談で

コ　　ン　　ぷ ビタター
CDプレイヤー付

〃

ル鰯ム懸灘一ガ・一 相談で

台　は　か　壌「 〃

もおつき機 家庭用・4升づき 3，000円位

ベビーベッド 無　料

コンビラッタ（子供駕遜龍イス〉

　〃
襯繍鐡騰繍輝　　懸轍籔

ターハン〈轟ちゃ惹駕の瀞鋤

澱灘蕪騰饗ii灘擁鱈羅．

無　料

冷蔵庫1小） 〃

洗　　濯　　機 〃

巻漉ス餐一ブ 〃

サ繕ド溺一ド鯵勘鱗爾 相談で

ぜ　　ア　　　ノ 〃

水総クーラー 井戸水循環式 〃

ミ　　シ　　　ン 〃　，

ぶ　ろ　お　け 〃

婦太溺薗転車 〃

パ　　ソ　　コ　　ン 10万円位で

「104番号案内』の見学

■と　き　10月4日（幻

　　　　午前10時～午後4時
■ところ　NTT十日町支店（昭

　和町3）

■問い合わせ　野上・富田（智52

　－3300）へ。

盈58局切り替え工事

　最新型のデジタル交換機に切り

替えます。作業中は通話できませ
ん。

■と　き　10月13日休）

　　　　午後11時～約15分間

■新たに利用できるサービス

　①テレワイズ②テレジョーズ

　③ダイヤル通話料金の明細内訳

　サービス　④ダイヤルQ2

■問い合わせ　NTT六日町支店

　（盈局番なしの116）または浅間

　（智0257－70－9011）へ。

　11月10日㈱・15田㈹・17日㈱・22日㈹・29日㈹の乳がん検
診嬢中止となゆます。

ロ聞疑糞わせ　保健衛生課保健衛生係1奮内線蟄1・142〉へ。
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10月乳幼児健康診査

3歳児健診
隣鍵児〕

5日

㈱

午後1時10分

　～1時45分
3年4月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

27日

㈱

午後1時10分

～1時45分
5年4月’

生まれの幼児

4か月児健診

　ならびに

育児学級

26日

㈱

午後1時10分

～1時30分
6年6月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
18日

㈹

午前9時10分

～9時30分
4年4月

生まれの幼児

10か月児
身体測定

19日
．㈱

午前9時30分

～10時3α分

5年12月
生まれの乳児

麟雛希〕

会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健
診があります。歯をきれいにみがいて来てく

ださい。（3歳児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神

経芽細胞腫）尿検査セットを保健衛生課に取

りに来てください。

※平成3年5月生まれの幼児の保護者へ
3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。

11月の健診対象者に検査セット等を送付しま

すので、10月17日を過ぎても届かない人は、

保健衛生課（費57－3111内線141・142）まで連

絡してください。

10月の健康相談
i！、麟／iii璃…黙 ／／鐵織…1繍1き／ii溝慧

保健センター
3・17・24日

の月曜日 午前9時～
　　　午後4時

中条地区公民館 7日働
就業改善センター

13日㈲
午前9時～11時30分

吉田集会所 午後1時30分～4時

克雪センター 20旧休） 午後2時～4時

水沢地区公民館
　121日働

午前9時～11時30分

平　成　園 午後1時30分～4時

川治地区公民館 25日㈹ 午前9時～
　　　午後4時下条地区公民館 28日働

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩み

があるなどの人は、どうぞご相談を！

※健康手帳をご持参ください。

砂献血車騨
受付時間　午前10時～正午、午後1時

　～3時（成分献血は4時まで）

◆全血献血

　6日休）併用（終日）中条地区公民館

　14日㈹全血（終日）吉沢織物㈱

◆成分献血

　I　I日侠）十日町市役所

　17日（月）新潟県総合庁舎

※成分献血は、事前に保健衛生課保健

　衛生係に申し込んでください。所要

　時間は約60分です。

　　　　圏国・囲国コーナー藪麹騨§
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ
　　　　　小児マヒ（ボリオ）生ワクチン投与　　1

■会　場　十日町市保健センター　　　持参するときは除く）③市内に

目受付時間午後1時45分～2時15分　　　住民登録をしていないときは、

期　田

10月6日休）

10月7日働

薄象地区
中条・吉田・下条・水沢

十日町・川治・六箇

■該当する子平成6年6月30日
　までに生まれた満4歳未満の子。

ただし、すでに2回投与の済ん

　でいる子は除く。

一受けられない子　①発熱・下痢

をしている子②病後で身体が弱

っている子③1年以内にけいれ

ん症状を起こした子

■持参するもの　①母子健康手帳

②印鑑（印鑑をついた問診票を

住民登録をしている市町村から

　「予防接種実施依頼書」をもら

って来てください。

■問診票　当日、問診票の記入が

ありますので、朝と昼の体温を

必ず測、り、お子さんの健康状態

　を良く知っている人が連れて来

てください。都合がつかないと

　きは、あらかじめ問診票を保健

衛生課に取りに来てください。

■問い合わせ　保健衛生課保健衛

生係（智57－3111内線141・142）

へo

骨髄バンクシンポジウム・in十日町
　〈主催／十目町市、共催／にいがた・骨髄バンクを育てる会〉

　骨髄バンクに対する理解を深め

てみませんか。

■と　き　10月2日（日）午後6時30

　分～9時（開場午後6時）
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一問い合わせ　保健衛生課保健衛

生係へ。

　　　あし歯のないよい歯の子
　　　　　　8月の3歳児健診を受けた子31人
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